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研究成果の概要 

 

粗粒度再構成可能ハードウェア CGRAはプログラム可能な演算器が 2次元配列状に配置され

た構造を持ち、データフローグラフで表現されたアプリケーションをこれらの上に配置配線すること

で効率的な計算を実現する。この処理はマッピングと呼ばれる。また、高速に動的再構成可能であ

る CGRAの特性を最大限に活用するために、マッピングでは計算リソースの空間的な割り当てだ

けでなく、スケジューリングなどの時間的な割り当ても同時に考慮する必要がある。エッジ端末と比

べ、クラウドなどの計算機に求められる演算器アレイの規模は大きく、これに伴いマッピングの最適

化はより困難なものになる。そこで、本研究では演算器アレイの規模に対してスケーラブルなマッピ

ング手法を提案した。マッピング時間に一定の制約を設けた際に、提案手法は従来手法と比べ

100倍以上の演算器を持つ CGRAに対してもマッピングできることを示した。さらに、アプリケーシ

ョン中の演算が時空間的に CGRA上で実行されるため、アプリケーションデバッグが困難であっ

た。この問題に対処するために、データフローの可視化技術を開発した。 

さらに、CGRAは完全準同型暗号の処理を高速化するハードウェアとして期待される。完全準同

型暗号上でのアプリケーションを容易に開発できるように、暗号処理の実装を抽象化したドメイン固

有言語(DSL)がこれまでに提案されていたが、ハードウェアレイヤの抽象化は議論が進んでいなか

った。そこで、CGRAや FPGA、GPUなどのアクセラレータの詳細を隠蔽する新たな抽象化レイヤ

を提案した。これによって、既存の DSLで記述されたアプリケーションを用いて、対象ハードウェア

に特化したチューニングをせずとも対象のハードウェアアクセラレータで高速な処理が可能となる。

本年度は有効性の検証に、市販されている GPU を用いたが、今後は CGRA向けに拡張する。 
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